
　我らが母校、倉敷南高等学校は、創立以来多くの方

々に育まれ、本年度創立�周年を迎えることとなりま

した。誠に喜ばしく、心よりお祝い申し上げます。

　１９７４年春、旧倉敷学区３校目の普通科高校として誕

生しました。吉岡の田園の中、ポツンと、しかし雄々

と東西に延びる一棟の校舎と、広々としたグランドに

凛として立つバックネットが我々１期生のスタートラ
じ ら い

インでした。爾来、「文武両道」をモットーに、歴代

の校長をはじめとする先生方の熱意と愛情、「自律・

友愛・進取」の校訓を合言葉に励んできた在校生の日

々の積み重ねが本校の伝統の礎になっています。また、

ＰＴＡならびに学校関係者、地域の皆様方の温かいご

支援を賜り、この日を迎えられましたことに深く感謝

申し上げます。

　同窓会の会員数は１万７０００人を超え、卒業生は、地

元倉敷はもちろん、全国各地の多様な分野ですばらし

い活躍をされています。同窓会には本部ならびに関東

支部・関西支部があり、全国の卒業生の集いの場とな

っています。こうした実績をもとに、「楠のもとに半

世紀、未来への挑戦」をスローガンに新たな歩みを続

けていく本校に対しまして、末永く今後とも御支援・

御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　「楠のもとに半世紀　未来への挑戦」

　このスローガンは南高創立�周年を迎えるに当た

り、生徒会が募集し、生徒の投票によって決定したも

のです。皆さんは、このスローガンにどのような思い

を込めるでしょうか。
たくま

　倉敷南高校はこの�年間、誇り高く、逞しい生命力

をもつ楠のもとで飛躍し続けてきました。校章の楠一

葉一葉に込められている知・徳・体と自律・友愛・進

取の精神は、南高生のさらなる成長のための糧として、

強く残り続けています。

　私は、生徒会長として、人との「つながり」を大切

にしていきたいと思っています。家族をはじめ、学校

の先生方、部活動の先輩、地域の方々。数多くの人に

支えられ、私は今を生きています。倉敷南高校もまた、

先輩方が積み上げてきた土台を支えに、記念すべき�

周年を迎えました。倉敷南高校に関わる多くの方の思

いは、楠の根のように太く、強く、先輩方と今の私た

ちをつないでいます。こうした「つながり」を胸に、

私たち南高生はスローガンにあるように、今後も未

来に向かって挑戦を続け、飛躍していくことを誓いま

す。

同窓会からの寄贈で新調された

体育館のステージ幕

　
倉
敷
南
高
校
は
、
創
立
�
周
年
を
記
念

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
同
窓
会
の
寄
贈
を
受
け
、
体
育
館
の
ス

テ
ー
ジ
幕
一
式
を
新
調
。
淡
い
黄
金
色
の

ど
ん
ち
ょ
う

緞
帳
に
は
、
瀬
戸
内
海
の
さ
ざ
波
を
思
わ

せ
る
き
め
細
や
か
な
波
模
様
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
緞
帳
の
上
に
あ
る
え
ん
じ
色
のし

一
文
字
幕
に
は
、
金
色
の
糸
で
校
章
が
刺

し
ゅ
う

繍
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
に
原
田
一
行
同

窓
会
長
を
同
校
に
招
き
、
寄
贈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
�
月
�
日
に
は
倉
敷
市
民
会
館
（
同
市

本
町
）で
、創
立
�
周
年
記
念
式
典
と
と
も

に
、
卒
業
生
の
文
化
庁
次
長
・
合
田
哲
雄

氏
（�
期
生
）、
授
乳
服
の
製
造
販
売
会
社

を
起
業
し
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

関
す
る
情
報
発
信
に
も
力
を
注
ぐ
光
畑
由

佳
氏
（７
期
生
）の
講
演
会
を
開
催
。
両
氏

と
生
徒
の
対
談
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
５
月
に
倉
敷
市
民
会
館
で

芸
術
鑑
賞
会
を
開
き
、
劇
団
わ
ら
び
座
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
北
斎
マ
ン
ガ
」
を

観
劇
。
生
徒
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
た

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
本
年
度
か
ら
制
服
に
導
入

し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
取
り
組
ん
だ
課
題
研
究
の
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

パ
ネ
ル
の
前
で
生
徒
た
ち
が
質
疑
に
応
じ
た

　
倉
敷
南
高
校
は
、
生
徒
一
人

一
人
が
よ
り
良
い
未
来
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
幅
広
い
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

　
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

３
年
間
を
通
じ
、
社
会
や
自
ら

の
将
来
へ
と
つ
な
が
る
学
習
機

会
を
系
統
的
に
提
供
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
設
定
。
３
年
間

の
教
育
計
画
を
ま
と
め
た
「
南

高
キ
ャ
リ
ア
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
基
づ
き
、
「
課
題
探
究
」
と

「
進
路
探
究
」
と
い
う
二
つ
の

観
点
か
ら
年
次
に
応
じ
た
学
び

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
課
題
探
究
は
、
倉
敷
の
ま
ち

づ
く
り
に
携
わ
る
人
や
企
業
と

の
関
わ
り
を
通
じ
、
地
域
課
題

を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
１
年
次

の
「
マ
チ
プ
ロ
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
続
い
て
、
国
連
が

提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
を
地
域
の
視

点
か
ら
考
え
て
い
く
「
Ｍ
ｉ
ｎ

ａ
ｍ
ｉ
ｘ
ゼ
ミ
」
、
ゼ
ミ
で
の

研
究
成
果
を
発
表
す
る
「
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
進
路
探
究
」
で
は
、
生
徒

が
希
望
す
る
分
野
の
専
門
的
な

研
究
に
つ
い
て
大
学
教
授
ら
が

講
義
を
行
う
「
学
問
の
哲
人
講

座
」
、
事
業
所
訪
問
、
大
学
の

学
部
・
学
科
、
入
試
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
る
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

書道パフォーマンスなどが繰り広げら

れた文化祭

体育大会閉会式では全員が肩を組み校

歌を熱唱

　
倉
敷
南
高
校
で
は
、
地
元
を
流
れ
る

吉
岡
川
で
の
清
掃
奉
仕
、
百
人
一
首
大

会
な
ど
多
様
な
年
間
行
事
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
文
化
祭
と
体
育
大
会
を

よ
し
お
か

合
わ
せ
た
「
葦
岡
祭
」
は
全
生
徒
が
一

丸
と
な
っ
て
つ
く
り
出
す
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
今
年
は
創
立
�
周
年
記
念
祭
と
し
て

「
半
世
紀
　
我
ら
と
共
に
～
捧
げ
よ
青

春
　
掲
げ
ろ
魂
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
９

月
５
～
７
日
の
３
日
間
で
開
催
。
５
、

６
日
の
文
化
祭
で
は
、
書
道
部
の
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏

を
は
じ
め
、
２
年
生
各
ク
ラ
ス
の
ス
テ

ー
ジ
発
表
、１
年
生
各
ク
ラ
ス
の
展
示
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
創
立
時

か
ら
の
学
校
生
活
や
行
事
に
関
す
る
写

真
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
集
め
た
記
念
回
顧

展
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
７
日
の
体
育
大
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行
に
伴
い
、
４
年
ぶ

り
に
声
出
し
応
援
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な

ど
が
再
開
。
３
年
生
に
よ
る
応
援
合
戦
で

は
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
演
舞
が
次
々
と
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
全
員
で

肩
を
組
ん
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
生
徒
同
士

の
絆
を
強
め
る
学
校
伝
統
の
イ
ベ
ン
ト
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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